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今政治を
変えるのは

net
ネットです

・・・・・

 

　

今
、
若
い
人
の
中
で
、
「
労
組

(

ユ
ニ
オ
ン

)

が

面
白
い
」
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
い
て
、
「
３
人

集
ま
れ
ば
で
き
る
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
ノ
リ
だ
そ
う

で
す
。
日
本
の
「
労
働
法
」
は
と
て
も
良
く
で
き
て

い
る
の
で
、
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば…
と
の
こ
と
。

ま
た
、
各
個
人
の
問
題
は
個
別
の
ユ
ニ
オ
ン
で
解
決

で
き
る
が
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
求
め
る

な
ど
、
一
つ
の
ユ
ニ
オ
ン
で
は
で
き
な
い
こ
と
は
、

各
野
党
や
連
合
、
全
労
連
、
全
労
協
な
ど
に
も
働
き

か
け
て
、
い
っ
し
ょ
に
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

「
労
働
組
合
の
運
動
は
ダ
サ
い
、
硬
い
」
と
言
わ

れ
て
敬
遠
さ
れ
、
組
織
率
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
若
い
人
た
ち
が
、
フ
リ
ー

タ
ー
ユ
ニ
オ
ン
と
か
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
ユ
ニ
オ

ン
と
か
、
氷
河
期
世
代
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
の
名
前
を
つ

け
て
、
労
働
組
合
を
結
成
。
メ
ー
デ
ー
に
も
多
く
の

若
者
が
参
加
し
、
連
合
の
高
木
会
長
が
首
都
圏
ユ
ニ

オ
ン
な
ど
の
若
い
人
や
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

の
代
表
と
壇
上
に
並
ぶ
景
色
は
初
め
て
の
こ
と
。
働

く
側
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

今
、
役
所
な
ど
で
公
務
を
支
え
て
い
る
の
は
こ
れ
ら

の
非
常
勤
や
臨
時
雇
用
の
労
働
者
。
行
革
の
名
の
下

に
正
規
職
員
の
採
用
を
止
め
、
非
常
勤
・
臨
時
採
用

で
補
っ
て
き
た
結
果
で
す
。
多
く
は
女
性
で
あ
り
、

図
書
館
な
ど
で
主
要
な
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

正
規
職
員
と
の
格
差
は
給
料
、
休
暇
、
福
利
厚
生
、

研
修
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
よ
び
、
昇
給
、
ボ
ー
ナ

ス
な
し
、
も
ち
ろ
ん
退
職
金
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
臨
時
職
員
の
あ
り
方
を
正
規
の
職
員
組
合
が
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
改
善
を
図
っ
た
自
治
体
が
あ
り

ま
す
。

　

東
京
都
荒
川
区
で
は
、
報
酬
額
の
見
直
し
、
有
給

休
暇
の
付
与
、
残
業
代
の
支
給
な
ど
が
決
ま
り
、
研

修
や
福
利
厚
生
も
改
善
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

白
石
さ
ん
は
、
「
同
じ
働
く
者
の
窮
状
を
看
過
で

き
な
か
っ
た
、
今
後
は
均
等
待
遇
と
い
う
観
点
か
ら

の
運
動
が
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
や
条
例
な
ど
私
た
ち
が
権
利
と
し
て
獲
得
し

て
き
た
も
の
を
知
り
、
生
か
す
こ
と
が
働
き
や
す
い

社
会
を
作
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
橋
）
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市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば
の
「
働
き
方
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
「
地
域
で

安
心
！
元
気
に
働
く
」
を
目
標
に
掲
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。
発
足
後
１
年
半
の
間
に
、
労
働
法
の
学

習
会
や
、
役
所
内
で
の
非
正
規
職
員
の
実
態
、
高
校
で
行
っ
て
い
る
労
働
教
育
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
、
イ
オ
ン
な
ど
民
間
企
業
の
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
の
取
材
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

働
く
者
の
権
利
を
知
り
、
現
在
の
働
く
現
場
の
問
題
点
を
把
握
し
、
多
く
の
人
に
伝
え
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
会
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　卒業までに自分を守るための最低限の「働くルール」を学んでほし

いという思いから、角谷さんの授業は始まったとのことです。

☆週に一日・半年間継続して働くと、年間一日の有給休暇がもらえる

☆有給休暇の申し出は、特別な理由がない限り事業主は拒否できない

☆残業手当は１分単位で支払われる

などの労働基準法を学ぶと、生徒は自らのアルバイトと学んだルール

とを照らし合わせ、「すごく自分たちのためになる」と次々質問。普段の

授業とは全く違う反応を見せます。その後のアンケートでは、高校生

アルバイトの労働基準法違反続出の現状が見えるのです。働くルー

ルを教え、違法の実態を把握することは、労働条件の底上げと違法労

働の摘発につながり、それは高校で働く教職員の今日的責務である、

と角谷さん。

　角谷さんは、総合学習の時間を

充てているとのことでした。若い

人たちが「働く者の権利」をしっか

りと学んで、これからの人生を自分

自身で守れるように、ぜひすべて

の高校で労働教育の時間をとって

ほしいと思います。　　　(坪井)

「働くルール」の授業は

　役に立ちましたか
その他
 25％

　

市
川
市
議
会
は
、
こ
の
９
月
の
定
例
会

か
ら
、
議
案
質
疑
・
一
般
質
問
の
方
式
を

変
え
て
い
る
。
次
の
３
方
式
か
ら
選
択
。

①
す
べ
て
総
括
②
初
回
総
括
２
回
目
以
降

一
問
一
答
③
初
回
か
ら
一
問
一
答
。

　

「
総
括
」
は
、
千
葉
市
議
会
の
よ
う
に
、

ま
と
め
て
質
問
し
、
担
当
部
局
ご
と
に
ま

と
め
て
答
弁
す
る
が
、｢

一
問
一
答｣

は
、

最
初
の
質
問
を
市
側
に
伝
え
て
お
き
、
一

項
目
ご
と
に
答
弁
を
受
け
て
、
更
に
自
由

に
質
問
を
重
ね
て
い
く
や
り
方
で
、
今
、

各
地
の
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

市
川
市
で
の
一
般
質
問
は
、
答
弁
も
含

め
て
全
員
60
分
ず
つ
。
33
名
中
①
が
５
名
、

②
が
18
名
、
③
が
10
名
で
、
８
割
強
の
議

員
が
「
一
問
一
答
」
を
選
ん
で
い
る
。

　

９
月
22
日
の
午
後
、
共
産
党
の
二
瓶
氏

（
②
を
選
択
）
と
公
明
党
の
松
葉
氏

(

③

を
選
択)

の
質
問
を
傍
聴
し
た
。
初
め
て

聞
い
た
「
一
問
一
答
」
は
、
平
易
で
具
体

的
な
言
葉
で
一
問
ず
つ
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
、
他
市
の
住
民
で
あ
る
私
に
も
内
容
が

よ
く
分
か
っ
た
。
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
質

問
す
る
側
も
、
し
っ
か
り
調
査
・
分
析
し

て
準
備
し
な
い
と
質
問
を
深
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
方
式
は
、
議
会
の
力
を
底
上
げ
す
る

も
の
だ
と
思
っ
た
。
千
葉
市
議
会
で
も
、

ぜ
ひ
、
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
傍
聴
席
の
左
手
に
大
き
な
モ
ニ

タ
ー
が
あ
り
、
質
問
者
・
答
弁
者
が
大
映

し
に
な
り
、
表
情
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の

モ
ニ
タ
ー
は
、
採
決
の
時
に
は
議
員
席
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
映
し
出
し
、
賛
否
を
色
分

け
し
て
表
示
す
る
そ
う
だ
。
全
体
と
し
て

｢

議
会
を
市
民
に
開
い
て
い
こ
う｣

と
い
う

市
川
市
議
会
の
意
志
を
強
く
感
じ
た
。
傍

聴
人
が
私
た
ち
の
他
に
、
わ
ず
か
一
名

だ
っ
た
の
が
残
念
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
宮
田
）

 

（
講
師　

荒
川
区
職
員
労
組　

白
石
孝
さ
ん
）

【
働
く
者
の
味
方
・
労
働
法
の
体
系
】

憲
法
14
条
・
19
条･

25
条
・
27
条･

28
条

労
働
基
準
法･

労
働
安
全
衛
生
法･

改
正
職
業
安
定
法･

労
働

組
合
法･

男
女
雇
用
機
会
均
等
法･

改
正
育
児
介
護
休
業
法

(

使
え
る
が
改
善
が
必
要
な
法
律)

改
正
労
働
者
派
遣
法･

改
正
パ
ー
ト
労
働
法･

労
働
契
約
法

市民自治を目指して活動する市民ネットワークちばの広報紙です。　ホームページ　http://www.chibanet.jp をご覧ください。

変
わ
る
議
会

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
！

ー
市
川
市
議
会
傍
聴
記
ー

私たちの代理人として議会に送り出しています

犢橋高校アンケートより

「
労
働
法
」
学
習
会

ー
法
律
は
自
分
を
守
る
入
り
口
。
法
律
を
知
ら

　
　

な
け
れ
ば｢

権
利｣

と
し
て
主
張
で
き
な
い
ー

　
　

（
講
師　

な
の
は
な
ユ
ニ
オ
ン　

鴨
桃
代
さ
ん
）

学習会「働くルール」を学ぶ高校生

講師　千葉県立犢橋高校教員 角谷信一さん

７月 22 日 市民ネット会議室にて

市民ネットワークちば

！

知
っ
て
味
方
に
し
よ
う　
　

働
く
者
の
権
利

 

役に立った
　 71％

どちらでもない
　　22％

役に立たな
　かった
　 ５％

「労働基準法」を高校で教えて！

非
正
規
雇
用
の
公
務
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て


